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フェルディン政権とその楽観主義

F邑lldinCabinet and it's Optimism 

今回の選挙では「誰が勝っか VEMVINNER 

VALET? Jが最大の争点であった。懸案とされ

ていた原発問題が来年3月の国民投票に持込まれ

たため、〈争点なき選挙〉の感が一層深まった。

このこと自体は、体制選択問題より微調整問題が

選挙戦で大きな比重を占めているこの固としては

珍らしいことではない。だが、これ程までに勝敗

の帰趨に関心が集中した選挙は珍らしいといえよ

ワ。

各党首は旺盛な政権担当意欲を表明した。例え

ば、フェノレディ ンは 「国民投票の結果に関係 な

く、 その後でも中央党は政権を担当できる」と表

明し、 「社民党に代わる政権代案」をアピーノレし

た。ボーマンさえ「選挙結果次第では私も首相に

なる決意はできている」と政権を口にした (8月

13日〉。また、パノレメは過去の栄光を、ワノレステ

ンは昨年以来の実績を背景に、当然のことながら、

政権担当の決意を隠そうとはしなかった。

政権意欲が複雑に交錯する中で展開されたこの

選挙では、く右の風 hりgervinden;:>と〈左の風

vanstervinden;:>が吹いた。穏健党 (+18議席)

と社会主義ブロック(+5議席〕が躍進し、中央

党が大後退した (-22議席〉。

349番目の議席が穏健党の手に落ちた時、ブノレ

ジョワ三党間で激しい政権争奪劇が演じられるこ

とになった。<78年10月の政変〉とは違って、フ

ェノレデ、インが主導権を握った。彼は、先ず、中道

ブロック(中央+国民〉の数的優位(計102議席)

を楯に、上昇気流に乗った穏健党 (73議席〉の野
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望を封じた。穏健党は8ポスト提供の申し入れで

ボーマン首班論を断念した。問題はウノレステン首

班論が強い国民党との欲望調整であった。ここで

ボーマンがフェノレディンを助けた。 10月政変でウ

/レステンの戦略に屈した辛い経験を持つ彼は、ポ

スト増の厚遇を受けて、フェノレディン首班三党連

合政権論を提唱したのである。フェルディンはこ

の支援を背に、国民党説得に乗り出した。ポスト

増 (5から 6)が説得の武器であった。僅か39議

席で単独少数党政権を率いることに成功した策士

ウノレステンも，こうなると<古いチーズ gammal

ost>を食 う以外に道はなかった。

大敗した政党の党首が指導するこの最小勝利連

合政権はいくつかの特徴を持っている。①閣僚配

分比 〔穏8、中7、国5)から見て、政権レベル

では専らく右の風〉が吹きそうなこと。②新人閣

僚6名を登用し、平均年齢が下ったこと(50.1歳)。

③女性大臣が5名となり、前内閣より後退したこ

と。④そして、何よりも、〈疑う余地なき楽観主

義 klaroptimism;:>が支配している こ とであ
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る。中道政治とかなり違う経済政策(大幅減税論)

を主張するボーマンを経済相に起用したために爆

弾を抱えることになった。外相ウノレステンは 「穏

健党の減税案は、スウェーデン経済を危くするも

のであり、承認するわけにはいかない」と言明し、

早くも前途の多難を予想させている。また、 10月

<巻頭論文参考統計資料>

政変の原因となった原子力問題を今回は共同で解

決できるという保証はなし、。権力渇仰を楽観主義

で隠蔽したこの内閣は社民党政治への逆流を喚起

する促進剤になるかもしれない。いずれにせよ、

80年代が 「相互理解の政治samforstandspolitikJ 

を要求していることは確かなようだ。

1 9 7 9年議会選挙(最終結果〉

1976年選挙 1973年選挙

得票数|得票率|議席数 得票率 |議席数 得票率|議席数

穏 健 1t Ms 1，108，406 20.3(%) 73 15.6(%) 55 14.3(%) 51 
中 央 1t Cp 984，589 18.1 64 24.1 86 25.1 90 

国 民 冗品i Fp 577，063 10.6 38 11.1 39 9.4 34 

(ブω ョワ ブロック) 11 日 11 50.8 180 " 48.8 
175 

社 民 1t S 

11 

出 I427 1521436 156 

左共産党 VPK 305.420 1 5.6 20 11 4.8 17 11 5.3 19 

(社会主義ブロック) 11 174 11 47.5 9 11 48.9 175 

f 

(早稲田大学岡沢憲芙助教授の作製による〉

福祉政策の総合化について研究シリ ーズ ~

医療サービス行政の統合化 (2)

8 統合化への国民の反応と再改革

評議員文教大学教授 池

医療サービス行政の統合化実施以後の数年間、

すなわち1970年代前半においては、スウェーデン

の医療保障制度はよくなったが、医療サービスの

方法には賛成できないというのが、正直のところ

大方のスウェーデン人の定評であった。その理由

の一つは、大規模化した病院内部の機構は、細分

化され、治療を受ける患者本位ではなく、機構を

運営するための官僚本位に仕組まれ、救急患者以

外は、診療申込みから検査診断、投薬を受けるま

で最低五日から二週間は待たされるというのでの

ある。二つめの理由は広域になった病院区は実際

居住地からは遠く離れ、たとえ入院を要する患者

でも指定地区の指定病院のベッドがあくまで、数

ヶ月も待たされてしまうというのである。このよ

うな生命ないし人心の不安が医療サービス行政に

対する国民の不満となり、 1976年の社民党政権の

2 
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交替時期に到って再高潮に達していた。 1976年に

スウェーデンの世論調査所(SIFO)と最大の日刊
誌ダーグンス ・ニヘッテル (DagensNyheter) 

とが共同で、行った、医療サービスの是非に対する

意見調査によると、医療サービスに対する不満を

もっ患者の数は、1968年当時の閉じ調査の約10倍

にのぼっていた。(図2参照〉

すなわち図2によると、 「病院サービスの印象

が悪かった、はわずか13%Jであり、 「誤診や不

正な治療を受けて困った」人もわずか16%である

から、医療サービスの質は決して実質的に低下し

たとは思われないのに、 「医療以外の病院サービ

ス、親切さ、看護のし方、安全性」等については、

不満をもっ人の比率を合計すると約半数 (46%)

にも及んでいる。完全な医薬分業制度について或

意味の限界を感じる患者が多かった。公共の医療

サービス行政に対する不満から、当座の救いを個

人開業医に求める患者が、スウェーデン人の中に
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図2.医療サービス100万人調査

1.医療サービスの印象 一一一 1976年

(SIFO & Dagensnyheter) 

3.医療以外のサービス、親
切さ、看護のし方、安全
の面からどう思うか。

2.誤診や不正治療を受けた
ことがあるか。

く重ねられた結果、 1978年の秋頃になって、これ

に対する各方面からの改善案が新聞誌上をにぎわ

すようになった。それらの中から、 二三の例をと

りあげて参考に供しよう。

0病院で検査一診断一処置一投薬を受けるまで

の時聞を短縮し、人聞を人間らしく扱うために、

その聞の事務操作を簡単にすること。

スウェーデンでは、社会保障、社会サーピスと

の給付に便利なため、いわゆる国民総背番号っき

となっていて、住民登録地区に、社会サービスに

必要な事項を記入したカードが保存されている。

例えば社会サービスに必要事項を記入する一枚

のカードに、疾病治療および心理療法の必要事項

も、又行政機構上異なる部門の処置(例えば生活

保護〉についても一人の人聞を一枚のカードに記

入するように改革してはどうであろうか。

o病院の診療受付けを得るため、長時間列をな

して待つのが普通であるが、勤労者にとってこの

無駄な時間を省くため、納税者に優先権をもたせ

てはどうであろうか。

o医療サービス事務に人間味をもたせるため、

単に医師、看護婦の人数を増やすだけでなく、か

れらの労働時聞を短縮し、労働密度を低くして人

かなり多くなったのは事実であった。政権交替直 間性をもたせるようにする。医師養成の教育制度

後に 「スウェーデンの社会をどう変えたらよいか」

についてのダーゲンス・ニヘッテノレによる意見調

査では 「医療サービス行政の改善を望む」意見が

「官僚化のゆきすぎ是正」と並んで第4番目にあ

げられていた。医療サービス行政に対する国民の

不満について、医療担当者は次のように応答して

きた。すなわち 11960年代に比べ70年代以降は患

者数が激増し、とくに中高年層の患者の激増は、

旧制度との比較において批判と不満を表現する。

医師、看護婦、その他の専門職員の不足も医療サ

ービスを停滞させる原因である」と。また別の視

点からは 「病院側では、科学的に病気本位に検査

一診断 治療を進めるのに対し、患者は人間本位

な要求を病院に提出するからだ」との意見も出さ

れている。

いずれにしても国民から批判の声の高い医療サ

ービスの問題点について、新政権は真剣に取りあ

げ、分析し、時間をかけて、改善策を生み出して

いったのである。

患者(国民〕の要望に完全に答え得る医療サー

ビスの改善策が完成されたわけではないが、これ

に対する行政側と患者側との話し合いが幾度とな

司?なかに看護助手の実習期間を入れるなどして、

患者のニーズを理解できる医療技術者を配置する

のも一案であろう。等々

病院行政の統合化によって、医療歳出の縮少に

よる財政の再建および広域行政の効率化について、

確かにある程度の成果をあげることは出来たが、

反面、 「人間本位の接触Jという社会サービスの

真意が損われる面が一時拡大した。しかしあくま

で民意を重視するという伝統的に培われたスウェ

ーデンの民主的行政側の態度は、幾度かの試行錯

誤を繰り返しつつ、住民のニーズに沿った医療サ

ービス機構を建設していくことであろう。
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スウェーデンの政治、経済、文化などあらゆる方面のトピックを速報する TheSwedish lnstitute 

発行の CurrentSwedenの最近号の目次をご紹介いたします。 (Vol.10 NO.I0につづく〉。

内容についてのご照会には、当研究所も可能な恨りお答えいたします。(事務局〉

Date Title 

Nov. 1978 Why do Swedish suburbs Iook the way they do? 
Nov. The Swedish Handicap Movement 
Nov. Safety delegates and the workig environment act 
Dec. Capital accumulation and ownership structure in Swedish industry-

The employee fund debate in perspective 
Dec. Narcotic abuse and care of drug addicts in Sweden 

J anuary 1979 Information on smoking in Swedish schools 
Jan. Sweden， an immigrant country as I see it 
Feb. Research on immigrants and their political rights in Sweden 
Feb. The Swedes and their education 
Feb. Energy Conservation Publicity in Sweden 
Mar. Swedish data poliey 
Mar. Commission on the use of natural resources and environment pro-

tection in Sweden 
Mar. Training of pre-school teachers in Sweden: urrent structure and 

some development trends 
Mar. Environment protection act under revison 
April Youth unemployment in Sweden 
April Election year '79 

A free-foト alトTheoutlook as The 1979 election campaign begins 
in Sweden 

April The popular movements in today's society 
April Swedish theater for children and young people The child's right 

to play 
April The Swedish concept fof better play facilities 
May Election year '79 

The employment situation in Sweden-Some main issues looking 

ahead to The 1980s 
Children， Radio and Television-Now and in the future 

May Election year '79 
Swedish energy policy in the shadow of harrisburg 

May The Child-Parent Relationship 

June Election year '79 
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226 June 

227 June 

Swedish Family Policy 
Election year '79 
Immigrant Policy 
Election year '79 

228 July 
Taxes-one of the main issues in the 1979 election 

Election year ，79 
A“Better School" on its way ? 

229 July To Combat Violence in the Child's World Swedish efforts to 

strengthen the child's rights 
230 July Election year '79 

Employee Funds 
231 July Election year '79 

232 July 

The economic situation in Sweden during the 1979 election campaign 

Election year '79 

233 Sept. 

Current Tendencies in the election behavior of Swedish voters 

Second generation issues are the most important in Swedish 

immigration poliey today 
234 Sept. Collective Housing Units in Sweden 
235 

236 
Oct. 
Oct. 

The Right of common access in Sweden 
Industrial Policy in Sweden 

最近のスウェーデン経済・社会ニュース(S 1 Pニュース〉

スウェーデンの新反社民3党連立内閣発足

反社民3党が、 175-174の一議席差で、社民ブ

ロック(社民党・共産党〉を破った9月中旬の総

選挙から4週間後の10月12日、スウェーデンの新

3党連立内閣 (穏健党・中央党 ・自由党)が発足

した。

新首相は、中央党党首のトーノレピョーン・フェ

ノレディーン (ThorbjornFalldin)にきまったが、

フェノレディーンにとっては社民党が、 169-180で

44年に渡る政権の座を追われた1976年の総選挙に

続く 2度目の首相の座。その後原発政策をめぐる

閣内対立で、 1978年10月に内閣が総辞職してから

は、 自由党が少数単独政権を率いていた。なお、

自由党は9月中旬より新内閣発足まで暫定内閣と

してその地位に留まっていた。

(政府の政策発表〉

政府は、できる限り広い意見の一致を確立すべ

く努めるであろう。

今年の総選挙の結果としての議会ノξランスは、

各政党が各責任を分担するという特別な必要性を

生じさせた、と新首相のフェーノレディ←ンは国会

の政策発表て池ぺた。

政府が個人の分散された所有権及び選択の自由

を縫保することで、社会的に正しい方向に向けら

れる市場経済を確立するという事を強調して、首

相は、競争を促進させ、公私双方の力の集中を妨

げるような手段をとる旨を明らかにした。

強固な経済こそ、福祉、安全、雇用すべての保

証における基本的な先決条件である。

インフレとの戦い、予算の赤字を下げ、経常収

支における赤字を減じる努力が、主な任務である。

声明は、戦時における中立を目的として同盟へ

の不参加というスウェーデンの政策を再確認した。

北ヨーロツパとの協力は今後、さらに発展するで

あろう。またヨーロッバ諸国との関係が深まり、

国連の強力な援助が続くこととなろう。同時に、

スウェーデンは、貧困 ・人類の苦しみと戦かい、

援助が最も貧しい国々に差しむけられる第三世界

に、開発協力をつづけるであろうことを、声明は

つけ力日えている。

エネルギ一政策に関して、新首相の声明はオイ

ノレのきびしい節約が必要であること、またエネノレ

ギ一保存を促進するために国会が石油及び電力の

税金値上げにかかわる前に、何らかの提議が出さ

れるであろうことも強調した。

スウェーデンの今後のエネノレギー供給における

5 



第
三
種
郵
便
物
認
可

昭
和
必
年
ロ
月
幻
日

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
月
報

昭
和
臼
年
ロ
「

J

日
発
行
第
日
巻
第
ロ
号

/
(
 

ェーデン極北の村、 カレスアンド (Karesuando)

のラップランドの子供たちも含まれている。

子供たちは、プラニングから、録音の立ちあい、

生放送に至るまで、放送局のあらゆる製作手順に

参加した。いつものプロデューサ一連は、作業の

管理は許されなかったが、質問に答えたり、技術

的なアドバイスをした。

スウェーデンラジオの外国部は、この子供たち

がプロデユースしたプログラムを、英語、スペイ

ン語、 ドイツ語で放送した。呼びものの一つに、

サスカチワン出身の 2人の少年によるスウェーデ

ンと北アメリカの生活状況の違いに関してのプロ

グラムもまた、子供たちの手によってプロデユー

スされた。

子供たちによる放送日に、唯一含まれなかった

ラジオプログラムは、ニュースと天気予報であっ

た。新聞によると、もよおしは、聴取者、放送関

係スタップともに、好評であった。

原子力の役割に関する国民投票は、来年の3月に

おこなわれるみこみである。

声明によると反社民3党は原発問題に関して、

それぞれ違った見解に固執しているが、 3党は国

民投票の結果が決定的なものであることに関して

は意見の一致をみているという。

子供による24時間の全国放送

実質的にすべてのスウェーデンの全国放送が、

10月13日、 土曜日、子供達の手で運営された。

1979年が、国連の国際児童年であることに関係

して、このもよおしは、スウェーデン放送の3つ

の全国ネットにわたり、通常の土曜のプログラム

にならって行なわれた。ローカノレラジオのステー

ションは参加しなかった。

国中の約90の中学校から 700人以上の子供たち

(10歳-16歳)ーそのほとんどが、中流かそれ以

上のレベルの生徒たちであるーがこのもよおしに

参加した。その中には、北極圏から 200仰のスウ
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